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       １番 寺脇 直子      ２番 管野英美子 

       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

       ７番 小寺 正人      ８番 永並  啓 

       ９番 竹谷  勝     １０番 福岡 邦彬 

      １１番 高尾 靖子     １２番 西岡 義克 

      １３番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 
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本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  吉澤  亘 

書 記  田中 尚子 
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議 事 日 程 

平成２９年６月１４日（水）午後１時００分開議 

日程第 １ 第４１号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

      第４２号議案 職員の退職手当に関する条例改正の件 

      第４３号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 

      第４４号議案 豊能町立野間口青少年総合スポーツセンター 

             条例廃止の件 

      第４５号議案 平成２９年度豊能町一般会計補正予算の件 

日程第 ２ 第２号議会議案 「２０２５日本万国博覧会」の大阪誘致に 

              対する決議の件 

日程第 ３ 総務建設水道常任委員会の閉会中の所管事務調査について 

日程第 ４ 福祉教育消防常任委員会の閉会中の所管事務調査について 
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開議 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「第４１号議案から第４５号議

案」までを議題といたします。 

  これに対する各常任委員会の報告を求め

ます。 

  総務建設水道常任委員会、高尾靖子委員

長。 

○総務建設水道常任委員会委員長（高尾靖子

君） 

  皆様、こんにちは。 

  平成２９年第３回定例会総務建設水道常

任委員会の報告をいたします。 

  ６月６日金曜日午後１時から開会されま

した。委員会は６名で、橋本副委員長、寺

脇委員、高橋委員、竹谷委員、川上委員、

高尾の６名であります。委員外出席は福岡

議長がおられました。 

  順次報告いたします。 

  平成２９年第３回定例会に付託されまし

た案件は４件であります。慎重審査をいた

しました。 

  一つ目は、第４１号議案、豊能町附属機

関に関する条例改正の件であります。 

  豊能町廃棄物の処理、埋立処理等に関す

る調査委員会を廃止するというものです。 

  これに対して、ダイオキシンの調査は終

わったのかという質疑がありました。調査

委員会の規則に担任事務を記載されており、

調査報告書をもってその役目は終えました

との答弁でした。 

  調査委員会は何回開いて報酬は幾らくら

い出たのかという質疑に対しては、６回開

催し、全体で１８万円支出したとの答弁で

ございます。 

  続いて、答申が出され再発防止について

提言されていますが、組合に対してどのよ

うなアクションを起こしたのか。また本庁

内に対してどのように周知徹底されるのか

という質疑に対して、提言では組合の解散、

情報の公開・徹底、コンプライアンスの徹

底の３点が示されています。組合の解散に

ついては、まずは廃棄物の処理を優先させ

ることが大事で解散は考えていません。情

報公開については今までどおりに広報・ホ

ームページで情報公開の徹底に努めていき

ます。コンプライアンスについては毎年本

町でも研修をやっており、そこへ組合の職

員にも参加を呼びかけます。職員にも賠償

責任の規定を設けたとのことでございます。 

  また、組合を存続させる場合の対応につ

いてはの質疑に対して、意思決定過程のフ

ロー化がなかった。両町会議を持っており、

両町の副町長や理事が加わっていますので

意思決定過程には参画していきたいとの答

弁でございました。 

  また、組合に対し不服申し立てしても１

年間ほったらかしにされた。町長・副町長

に面会に来ても記録をとっていないという。

記録くらい残すべきだと思うが、これにつ

いては今後はどうするのかという質疑に対

して、仲介業者との面会の分だと思います

が、秘書を介さずに会われていた。今は秘

書を通じて面会をしていただくようになっ

ています。町長・副町長のスケジュール帳

で管理しているので心配はないと思ってい

ますとの答弁でした。 

  また、組合を解散する判断はどうするの

かという質疑に対しては、公的な場では申

し上げにくい。私見としては、汚染物処理

を完全に終了させたとしてもダイオキシン
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問題対策協議会があり、汚染物が流れ込ん

でいるという問題もあるので、それを十分

に鑑みて解散に持っていきたいとの答弁で

した。 

  討論なし。採決、全員挙手で可決されま

した。 

  次に、第４２号議案、職員の退職手当に

関する条例改正の件です。 

  町には該当される方がいないということ

だが、一般的にはどのような場合に該当す

るのかという質疑に対して、事例としては

平成２４年度末で退職した者が失業者の退

職手当に該当したことがありますとの答弁

です。 

  該当があった場合には町費で負担しない

といけないので補正しますと言っていまし

たがどうかという質疑に対して、現在該当

者はいません。今後、該当者が出た場合に

は補正予算で対応していただきたいと説明

しました。 

  また、適用されている部分が該当したと

いうことなのでしょうかという質疑に対し

て、雇用保険法の改正に伴った部分が今回

４月１日までにさかのぼって適用となった

ものですという答弁です。 

  本人負担は求めていないのかとの質疑に

対して、本人負担はあります。 

  また、公務員は失業手当がないと言われ

ている。本人負担はいつから始まったのか

という質疑に対して、本人負担があるのは

雇用保険を掛けている人で、職員について

は雇用保険を掛けていないので本人負担が

ありませんという答弁です。 

  該当する方はいるのかという質疑に対し

て、職員でいきますと非常勤職員になりま

す。今回の条例には非常勤職員は該当しな

いとの答弁でした。 

  該当する方はいないのではという質疑に

対して、ほとんどいません。非常勤は退職

手当条例には該当しませんという答弁でご

ざいました。 

  討論なし。採決、挙手全員で可決されま

した。 

  続いて、第４３号議案、豊能町消防団員

等公務災害補償条例改正の件でございます。 

  これは非常勤消防団員等にかかわる損害

補償の基準を定める政令が改正されたこと

に伴い、同令と同様に改正するとともに、

規定の整備を行うという説明でございまし

た。 

  扶養手当は何で安くなったのかという質

疑に対して、国の扶養手当の加算額に応じ

て決まっています。それに合わせて変わっ

たということです。国のほうも配偶者にか

わって子どものほうに手当を厚くするよう

になったとの答弁でした。 

  該当する方はおられるのかという質疑に

対して、何人かはおられますとの答弁でし

た。 

  災害で適用される方はいるのかとの質疑

に対して、事例としてあります。療養で補

償したことがありますとの答弁です。 

  非常勤消防団員等の等とは何を指してい

るのかとの質疑に対して、消防団員と同じ

ように民間の方で協力いただいた方ですと

の答弁でした。 

  討論なし。採決、挙手全員で可決されま

した。 

  続いて、第４５号議案、平成２９年度豊

能町一般会計補正予算の件（関係部分の

み）でございます。 

  質疑は、観光整備拠点は計画を立ててや

ると言っていたが、どうなっているのかと

いう質疑に対して、観光拠点整備で今年度

考えているのは、道の駅、右近の郷、志野

の里を観光拠点として予算を計上していま

す。不採択となったのはそれ以外の部分で、

高山城跡の整備を高山自治会に対し補助金
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として出す分ですとの答弁です。 

  計画策定と拠点整備がリンクしないので

はないかという質疑に対して、今後はその

ようになっていきますが、高山城跡の整備

については先行して実施するほうが有益で

あると判断したからとの答弁でございまし

た。 

  また、顕彰会と町との関係と寄贈するも

のの取り扱いを詳しく説明してほしいとい

う質疑に対して、顕彰会とは別に顕彰会実

行委員会があり、その実行委員会には豊能

町も参画しています。その実行委員会には

豊能町観光協会、観光ボランティアの会、

余野自治会、高山自治会等が加入していま

す。町も関係していることから補助金を交

付し、マニラの方との交流を記念して記念

品の贈呈を行うものですという答弁でござ

いました。 

  豊能町が加盟しているということは、今

後もいろいろなことにかかわっていくとい

うことなのかという質疑に対して、町が加

入しているとはいえ民間レベルでの交流と

考えている。補助金の支出根拠はふるさと

活性化補助金という農と観光戦略の一環で

あり、それを活用して石碑等を送っていた

だこうと考えています。今後についてはケ

ース・バイ・ケースで、町も支援していき

ますという答弁でございました。 

  また、災害特別警戒区域ですね。レッド

ゾーンの関係で、全然違うところに移転さ

れるのかという質疑があり、今回はときわ

台１丁目の住宅で、レッドゾーンとイエロ

ーゾーンに当たっている分で、その土地の

中で向きを変えることによってレッドゾー

ンにかからないように建てかえるというも

のですという答弁であります。 

  制度的には問題はないけど制度の抜け穴

になっていないか心配であった。そのあた

りはどうなのかという指摘に対して、土砂

災害特別警戒区域のものを移転なりする分

については補助金上問題ありませんという

答弁でございました。 

  状況を知って行ってないか、大丈夫なの

かという質疑に対しては、町内でも３００

弱の建物があります。趣旨自体は、住んで

いる住宅に少しでもレッドゾーンから離し

ましょうというのが趣旨。国や府は一つで

もなくしなさいという思いがあるので、こ

ういった制度を拡張していったもの。疑念

もあるけれども少しでも減れば被害が減る

という答弁で、これは３市２町の会議で補

助金の制度も話題になりましたということ

で、今回はまれなケースとの答弁でござい

ました。 

  その敷地はたまたまであったのはわかる

けれども、レッドとイエローが混在してい

る宅地はほかにもあるのかという質疑に対

して、今すぐにはわかりませんが、レッド

で３００家屋ありますという答弁でござい

ました。 

  この件について住宅販売で補助金活用で

きるのではということですが、不正になら

ないよう進めていただきたいという指摘が

ございました。 

  討論なし。採決、全員挙手で可決されま

した。 

  その他では、当常任委員会のほうで所管

事務調査があるということを確認し、当常

任委員会は閉会いたしました。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  御苦労さんでした。 

  次に、福祉教育消防常任委員会、管野英

美子委員長。よろしくお願いします。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（管野英美

子君） 

  皆さんこんにちは。２番・管野英美子で

す。 
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  それでは、平成２９年第３回定例会、福

祉教育消防常任委員会の報告をさせていた

だきます。 

  ６月９日金曜日９時半から開催されまし

た。委員７名全員の出席、委員外出席とし

まして高橋副議長に出席いただきました。 

  付託された案件は２件です。 

  第４４号議案、豊能町立野間口青少年総

合スポーツセンター条例廃止の件。 

  提案理由は、豊能再始動計画により豊能

町立野間口青少年総合スポーツセンターが

特定非営利活動法人に運営、維持されるこ

とに伴い条例を廃止するものです。 

  質疑としまして、財政健全化推進プラン

においてはこの施設は１００万円しか効果

額がない。さまざまな施設が直営になった。

ここはなぜ直営にならなかったのかとの問

いに対して、財政健全化推進プランの方針

が変わっていないこと、豊能再始動計画に

引き継いでいるのでその使命を実行したも

のですとの答弁がありました。 

  １００万円のコストダウンが必要であり、

直営である必要はないのか。教育日本一は

学力だけでなく体力・気力なども目指され

ている中、財政健全化推進プランをもって

くることに違和感があるとの問いに対して、

３月の全員協議会で財政健全化推進プラン

の検証と、新たに策定した豊能再始動計画

について説明いたしました。財政健全化推

進プランで取り組んだができなかったため

中止したものと、取り組み中であって引き

継ぐものの仕分けを行いました。その中、

議案で上程している当施設の団体運営があ

り、実現できれば財政効果はあるというこ

とで諦めず取り組みを継続し、豊能再始動

計画に位置づけましたとの答弁がありまし

た。 

  図書館は早い段階で直営になっていた。

７月・１月、２回の自主運営による団体募

集をしたにもかかわらず応募団体が見つか

らなかったのに直営とならなかった理由は

との問いに対して、２度、一般公募を行っ

た結果、団体からの申し出はなかったが、

その後も教育委員会が粘り強く運営団体を

探すことにより４月以降も取り組みの継続

を行い、豊能再始動計画に引き継ぎました

との答弁がありました。 

  ２回目の公募は同じ条件か。電気代など

３０万円ほどの持ち出しが必要になる。条

件をどのように変更されて公募されたのか

との問いに対して、７月では経費面ではな

く維持管理の人的な面で断念をされた。人

の配置では難しいのでＮＰＯ団体のような

組織でないと難しいと判断していました。

再募集時の条件の変更点は、破損など現場

の施設のふぐあいは教育委員会で修理とい

うようなことのみ。というのはこの段階で

応募の団体が見えてきていましたとの答弁

がありました。 

  ２度も応募がなかった。存続を思うので

あれば補助なども必要。３年ほどは軌道に

乗せるため補助も必要との問いに対して、

人を確保するということなどは経費をもっ

たとしても難しいと判断。財政健全化推進

プランの趣旨から経費投入は行いませんと

の答弁がありました。 

  各種団体でなくても他の団体に広げたら

よかったのではとの問いに対して、学校開

放、鍵を貸し出してという形もあるが、財

政健全化推進プランの趣旨には沿わないと

判断。町内の住民団体によるというのが使

命でしたとの答弁がありました。 

  リスク分担表、特記事項から見て応募条

件がむちゃくちゃ。プールは廃止しかない

のでは。住民団体の枠、自主運営に固執す

るのはなぜか。事故があった場合責任はど

うかとの問いに対して、プールは使用不能

と判断。体育館・グラウンドについては雨
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漏りのふぐあいはあるが、団体側からも使

用可能の判断。特記等記載は現状を書いて

いますとの答弁がありました。 

  教育にお金を使わないとだめです。施設

の欠陥で事故が起こったら責任はどこです

かとの問いに対して、施設に関しては町、

運営に関しては団体ですとの答弁がありま

した。 

  ＡＥＤは常識で、置くべき。事故が起き

た場合の責任はとの問いに対して、団体の

責務。貸し出す対応することで協議が進ん

でいますとの答弁がありました。 

  当施設は現状で引き渡す。過去には吉川

公民館の雨漏りを直して渡したこともある

がとの問いに対して、吉川自治会館はそう

いう条件で引き渡した。今回は現状のまま

渡すと公募しましたとの答弁がありました。 

  補修、普通大家さんが負担するとの問い

に対して、積極的な機能の増進の場合は団

体負担です。 

  廃止ありきではとの答弁がありました。

廃止ありきで改修しないで渡すと聞こえる。

ひどい雨漏りも団体持ちなのかとの問いに

対して、廃止ありきではありません。現状

を理解して使っていただく自主運営です。

雨漏りの補修は団体が持つということです。

完全に理解された団体が手を挙げ協議に応

じられたと理解していますとの答弁があり

ました。 

  耐用年数はとの問いに対して、プールは

２７年で耐用年数が終わっている。コンク

リートの建築物は約４０年との答弁があり

ました。 

  公共施設としては終わっている。建てか

え補修はやりたくない。グラウンドは使え

るから自主運営でと考えておられるのでは

との問いに対して、大規模改修は想定して

いません。グラウンドの活用ができるので

自主運営はできると想定していますとの答

弁がありました。 

  指定管理、委託でもない。料金は団体が

徴収できるのかとの問いに対して、形態は

オイスカと同様、土地の使用貸借、司法上

の契約をもって貸すということです。公的

団体はＮＰＯ法人には議決を必要とせず無

償で土地を貸すことができ、施設の運営経

費の中であれば他団体へ施設を貸し出した

貸出使用料金の徴収は可能ですとの答弁が

ありました。 

  体育館は条件を理解の上、他団体に貸す

ことになるのかとの問いに対して、現在体

育館は使用に関して問題なく、団体との協

議では積極的な施設の貸し出しを考えてお

られますとの答弁がありました。 

  現行の使用単価になるのか。この状況で

健全な運営はできるのか。そのあたりの説

明責任はできているのかとの問いに対して、

経費は示している。同団体はこの施設を活

動拠点とされたく、料金体制も条例価格よ

り低料金を設定されています。地域スポー

ツの貢献を思われてのことのため協議に応

じていますとの答弁がありました。 

  契約期間はとの問いに対して、現在は１

０月１日開始に向けて進んでいる。９月末

までは条例は生きていますとの答弁があり

ました。 

  生涯学習施設として今後を見込んでの自

主運営を考えるべき。教育日本一の対応の

考慮が必要ではないかとの問いに対して、

財政再建の方針が町でなされ、教育委員会

は自主運営の方法を探ります。民の力を理

解し、また財政再建もありといった結果の

対応となりました。今後はＮＰＯ団体と十

分な協議を進め、町民の利用促進に努めま

すとの答弁がありました。 

  若い人を育てたい、財政再建との二つの

考えがあると思う。今回のＮＰＯ団体の代

表は議員とのことで、利益供与をしてはい
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けないとのことからこのような厳しい形を

つけたのかどうかお聞きしたいとの問いに

対して、そのようなことは想定せずつくり

上げてきました。３月の全員協議会時に教

育委員会よりＮＰＯ団体に依頼したい旨報

告があり、議員の皆さんからは団体があれ

ば受け入れをすればよいとの御意見から今

回上程させていただきました。このような

流れを理解の上での受け入れ団体であるこ

とを御理解いただきたいとの答弁がありま

した。 

  リスクの分担について、見直しの協議に

応じることの有無はどうかとの問いに対し

て、現時点ではこの条件のもとに協議を進

めているが、申し出によっては協議の見直

しは可能かもしれないとの答弁がありまし

た。 

  質疑を終結し、２件の賛成討論がありま

した。 

  一つ、基本的に反対するものではない。

いかに教育に重点を置くかという施策をお

願いし賛成する。 

  二つ、町をより豊かな生涯学習社会にし

ていただきたい。こういった視点からこの

施設についても協力体制を整えていただく

ことを申し添えて賛成する。 

  挙手全員で可決されました。 

  第４５号議案、平成２９年度豊能町一般

会計補正予算の件（関係部分のみ）です。 

  教育費、社会教育費、ホール運営費、ユ

ーベルホールの空調設備の補修費用です。 

  質疑といたしまして、工事請負費７３４

万4,０００円、一括ではなく個別で何台か

という解釈でよいのかとの問いに対して、

事務室系統の室外機２台、室内機７台をか

えるものですとの答弁がありました。 

  経年劣化によるふぐあいがこれからも続

くと思われる。今後のユーベルホールの運

営維持管理について考えはないのかの問い

に対して、適正に管理することが使命です。

現実的に一般町民が扱うことは難しいと思

われるため、現在のところ運営維持管理等

について町民の対応は検討しておりません

との答弁がありました。 

  この修理について３月議会に間に合わな

かったのか。空調はサービス業として必要

なもの。早急な対応を希望する。また修理

費はどこからの支出になるのかとの問いに

対して、故障は３月末、突然のことでした。

予算の都合上仕方がないため扇風機等の対

応で乗り切りたい。前年度繰越金で上げて

おり補正の財源の全ての財源調整というこ

とで前年度繰越金2,２２８万9,０００円の

増額。この中に空調の工事が含まれるもの

ですとの答弁がありました。 

  質疑を終結し、討論なし。挙手全員で可

決されました。 

  以上が付託された案件の審査の報告です。

午前１１時１７分閉会という運びになりま

した。報告を終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  御苦労さまでした。 

  これより、委員長報告に対する質疑を行

います。審議がスムーズに行われるという

ことと、委員会の意思の安定という原則が

ありますので、当該委員会所属の委員各位

の質疑は差し控えていただきますことを申

し添えます。 

  第４１号議案から第４５号議案までの５

件に対する質疑を行います。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  第４５号議案の中で、歳出の衛生費の中

で広域ごみ処理事業の負担金７５７万2,０

００円が出ておりますが、これは平成２９

年度の第３回の豊能郡の環境施設組合議会

の臨時会において、議案第６号で廃棄物の



 4－9 

処理に関する地域環境対策基金条例の制定

について、この部分で出た金額ですか。予

算ですか。お伺いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  高尾靖子議員。 

○総務建設水道常任委員会委員長（高尾靖子

君） 

  この件については質疑はなかったんです

けれども、豊能郡広域処理事業として負担

金として上がってきておりまして、７５７

万2,０００円ですね。これは余野自治会へ

の積立金を積み立てるいう負担金と弁護士

の費用など、これは積立金として上げられ

てきた負担金でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  よろしいですか。ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  西岡義克議員。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  ４１から４５号議案までです。 

○１２番（西岡義克君） 

  緑豊クラブの西岡でございます。緑豊ク

ラブとして、第４１号議案、豊能町附属機

関に関する条例に対する賛成討論をいたし

ます。 

  町長は第三者委員会を立ち上げ、ダイオ

キシン問題の原因、責任の所在、事実の解

明、実態の把握、再発防止の提言を求めま

したが、答申にあるごとく、委員会には法

的権限はなく、限られた権限の範囲内での

調査・報告結果となっております。そして

第三者委員会は法的権限のある組合議会の

百条委員会による解明に期待するとの結論

を出しました。ただし今回の第三者委員会

は画期的な成果を残しておると思っており

ます。それは問題解決に向けた取り組みに

対する明確かつ重要なポイントを指摘、提

言いたしております。 

  第１点は組合を解散して町の組織で解決

を図れということ、第２点は情報公開意識

の徹底を図れ、そして第３点はコンプライ

アンス意識の徹底と職員の責務の明確化を

指摘しております。もとよりダイオキシン

問題はより早くより安くより安全にが基本

原則であり、誰もが望むところであります。 

  第１点目は、事務手続の不備を組織とし

て黙認したこと、つまり隠蔽工作に走った

ことを指摘しております。第２点目におい

ては、廃棄物処理は無害化しても建物解体

後の残渣の最終処理は最終処分地というこ

とになる。それを含めて住民に広く情報発

信し周知徹底をすることを指摘しておりま

す。最後の第３点目に、数多くの法令違反

によって町として財政面において多額の損

害を受けたことに対して公金を取り扱うこ

とから、職員の賠償責任の規定を整備、ま

た倫理面においても職員の責務の明確化の

検討をしてきております。町長は権限のな

い第三者委員会の答申で豊能町での解決は

無理であるということでありますが、第三

者委員会の答申にある再発防止に関する提

言を解決策の参考にされ、施設組合で権限

のある百条委員会との強固な協力体制を図

り、より早くより安くより安全な処理に向

け頑張っていただくことを祈願要望いたし

まして、賛成討論といたします。 

  次に、第４４号議案、豊能町立野間口青

少年スポーツセンター条例廃止の件に対す

る賛成討論をいたします。 

  教育は百年の大計であります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  全体で賛成討論をされるんですか。一つ
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一つ賛成・反対で、まず反対から問いたい

と思いますけど。 

（発言する者あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  反対ない言うてないのでね。もうちょっ

と待ってください。 

○１２番（西岡義克君） 

  いや誰もいてへんかったから。 

○議長（福岡邦彬君） 

  申しわけない。 

  先ほど申しました４１号議案から４５号

議案まで５件に対する反対討論がありまし

たらどうぞ。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  ないようですので、実は非常に言いにく

い言葉ですが、反対討論があって賛成討論

があると私は昔からずっと教えられてきま

したんでね。ちょっと違和感感じましたの

で、今、時間とめさせていただきましたけ

ど。 

  討論をよろしくお願いします。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  それでは４４号議案、豊能町立野間口青

少年総合スポーツセンターのセンター条例

廃止の件に対する賛成討論をいたします。 

  教育は百年の大計であります。資源のと

ぼしい日本において、かつて安倍総理が教

育大国日本を掲げたわけでありますが、財

政が厳しい豊能町においても教育力日本一

の施策は妥当な策であります。ただ、生涯

学習社会への移行が叫ばれている中、本条

例の廃止は一見逆行する施策に見えます。

しかし今後の取り組み次第では教育施策と

して生きてまいります。かつての週休２日

制を学校五日制にすりかえるというような

無策におちいることなく、今回の議案は教

育的な観点での取り組みとし、間違っても

労働問題を教育問題にすりかえるような施

策ではなく、教育的な観点での施策として

取り組んでいただきたい。つまり教育に基

軸を置いた取り組みをすること。無策であ

る財政再建に主眼を置いた施策にはしない

ように。また、今後、思考力、判断力、郷

土愛を育む教育日本一の一端を担う施策と

して取り組んでいただくことを要望いたし

まして、賛成討論といたします。 

  続いて、第４５号議案、平成２９年度豊

能町一般会計補正予算に対する賛成討論を

いたします。 

  款・衛生費、項・清掃費、目・塵芥処理

費、２・広域ごみ処理事業、１９．負担金

の豊能郡環境施設組合負担金は、平成２９

年第３回豊能郡環境施設組合議会臨時会の

議案第６号廃棄物の処理等に関する地域環

境対策基金の基金条例の制定についてに起

因する補正予算７５７万2,０００円であり

ます。ダイオキシン問題は豊能町の未曾有

の大問題であります。施設組合や隠蔽工作

に走った不祥事による豊能町の財政面での

被害は甚大であります。今後もさらなる財

政負担が必要不可欠となると思われます。

施設組合においては公金使用という観点か

ら、豊能町の住民、議会への迅速な情報提

供を徹底し、施設組合は組合議会と一丸と

なり、党派を超え、大阪府の参画も含めた

積極果敢な対応をされ、より早くより安く

より安全に早期解決をされるよう切に願い

ます。加えて豊能町の議会、行政の全面協

力も要望し、賛成討論といたします。 

  以上。 

○議長（福岡邦彬君） 

  議長が頼りないからこういう事態を招い

ております。まず基本的に会議規則第５３

条では議長は最初に反対者を発言させ、次

に賛成者と反対者をなるべく交互に指名し

て発言させなければならない。しかも委員
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会ではほとんどが全員賛成という形で報告

されておりますので、今後、皆さん賛成討

論から入ることは、僕はやってはいけない

と思っておるんですけど、私のミスで、ミ

スというよりも頼りないことでやりました

けど、申しわけなく思います。 

  ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  それでは、これより採決を行います。 

  第４１号議案、豊能町附属機関に関する

条例改正の件に対する委員長の報告は可決

であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４１号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４２号議案、職員の退職手当に関する

条例改正の件に対する委員長の報告は可決

であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４２号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４３号議案、豊能町消防団員等公務災

害補償条例改正の件に対する委員長の報告

は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４３号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４４号議案、豊能町立野間口青少年総

合スポーツセンター条例廃止の件に対する

委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４４号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第４５号議案、平成２９年度豊能町一般

会計補正予算の件に対する委員長の報告は

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４５号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  日程第２「第２号議会議案 「２０２５

日本万国博覧会」の大阪誘致に対する決議

の件」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  第２号議会議案、「２０２５日本万国博

覧会」の大阪誘致に対する決議の件。 

  上記の議案を別紙のとおり地方自治法第

１１２条及び会議規則第１４条の規定によ

り提出します。 

  平成２９年６月１４日提出。 

  豊能町議会議長福岡邦彬様。 

  提出者、豊能町議会議員高橋充徳。賛成

者、同、井川佳子。同、小寺正人。同、西

岡義克。同、管野英美子。同、永並啓。同、

竹谷勝。以上６名でございます。 
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  提案の理由について説明をいたします。 

  大阪への国際博覧会の誘致・実現に向け

提出するものであります。 

  それでは、案文を読み上げさせていただ

きます。 

  「２０２５日本万国博覧会」の大阪誘致

に対する決議。 

  国際博覧会は、人類が抱える地球的規模

の課題に対し、世界からの知恵を一同に集

めることで、解決方策を提言する場であり、

新しい時代を生きる知恵を広く発信するこ

とにより、世界と日本の平和的発展に大き

く寄与することが期待されている。 

  先日、政府において、閣議了解が行われ、

「いのち輝く未来社会のデザイン」をテー

マとした国際博覧会の開催についての書簡

をＢＩＥ（博覧会国際事務局）へ提出し、

立候補が行われたところである。 

  国際博覧会の大阪での開催は、古くから、

人々の叡智により新たな技術を生み出し、

文化・産業の両面から国内外をリードして

きた大阪から、世界中の人々の健康に係る

様々な課題を克服し、人類の未来に向けて

より良い生活を送ることができる新しいモ

デルを提案することや、それを広く世界に

発信するという点において、大変意義があ

る。 

  そこで、豊能町議会としては、大阪での

国際博覧会開催の意義に賛同するものであ

り、国際博覧会の誘致・実現に向け、大阪

府・大阪市や経済界とともに、積極的に取

り組むこととする。 

  以上、決議する。 

  平成２９年６月１４日。 

  豊能町議会。 

  以上、御審議いただき御賛同いただきま

すよう、よろしくお願いをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  「２０２５日本万国博覧会」の大阪誘致

に対する決議に反対の討論を行います。 

  大阪府・市は、大阪の成長戦略として、

２０２５年に夢洲に万博とともにＩＲ、総

合リゾート、カジノをセットで誘致しよう

としています。カジノは刑法が禁じる犯罪、

賭博そのものであります。日本では既に５

３６万人がギャンブル依存症と言われてい

ます。夢洲カジノ万博の誘致がもたらすも

のは経済効果どころかギャンブル依存症の

拡大や不法集団の暗躍などで、万博が掲げ

るテーマである人類の進歩展望とも、松井

知事らが掲げる健康長寿とも相入れないも

のであります。 

  また、誘致による建設費、関連事業費な

ど、積算根拠が明瞭にされておらず、近い

将来南海トラフ地震が確実と叫ばれている

もとで、夢洲カジノ万博によって人口を集

中させることは余りにも無謀であります。 

  読売の世論調査でも、万博会場の近くに

カジノを含む総合リゾートを誘致すること

への賛否を問うと、反対が過半数の５２％

で、賛成を２０％近く上回っています。夢

洲カジノ万博誘致について、府民の合意は

ない。大阪府・市は夢洲カジノ万博誘致を

白紙に戻し再検討すべきです。 

  以上をもって、「２０２５日本万国博覧

会」の大阪誘致に対する決議に反対の討論

といたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立１０：２） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２号議会議案は原案のとおり

可決されました。 

  ここで暫時休憩いたします。２時までに、

あと１０分、２時で再開いたします。 

（午後１時４９分 休憩） 

（午後２時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第３「総務建設水道常任委員会の閉

会中の所管事務調査について」を議題とい

たします。 

  本件につきましては、会議規則第７３条

及び７５条の規定により、閉会中の所管事

務調査を行いたい旨、総務建設水道常任委

員長より申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長からの申し出のとおり、これを許

可することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の所管事務調査は、委員

長の申し出のとおり許可することに決定い

たしました。 

  日程第４「福祉教育消防常任委員会の閉

会中の所管事務調査について」を議題とい

たします。 

  本件につきましては、会議規則第７３条

及び第７５条の規定により、閉会中の所管

事務調査を行いたい旨、福祉教育消防常任

委員会委員長より申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長の申し出のとおり、これを許可す

ることに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の所管事務調査は、委員

長の申し出のとおり許可することに決定し

ました。 

  議会運営委員会、広報特別委員会、交通

特別委員会の各委員長より閉会中の審査の

申し出がありました。 

  お諮りいたします。 

  委員長の申し出のとおり、これを許可し

たいと存じますが、これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の審査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された案件は全て

終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により、

本日で閉会したいと思います。これに御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は本日で閉会すること

に決定いたしました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  本定例会の閉会に当たり、町長から挨拶

がございます。 

  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  平成２９年第３回豊能町議会定例会閉会

に当たりまして一言御挨拶を申し上げたい

と思います。 

  議案全て皆さん方御理解をいただき可決
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をいただきまして、本当にありがとうござ

いました。厚くお礼を申し上げます。皆さ

ん方からいただきました御意見、十分に配

慮いたしまして執行してまいりたいと思い

ますのでよろしくお願いを申し上げます。 

  また、昨日でございましたけれども、議

員総会を開いていただきまして、私の要望

によりまして議長に非常に無理な申し出を

したわけでございますけれども、議員の皆

さんそれぞれ配慮いただき御理解をいただ

いたことに対しまして厚くお礼を申し上げ

たいと思います。 

  町制４０年ということでございます。こ

の４０年の中できのうのような画期的な議

員総会は、私、過去になかったというふう

に思っております。私、大変うれしく思い

まして、ゆうべはゆっくりと休ませていた

だきました。それまでは皆さんどのように

お考えなのかということで非常に心配して

おりましたけれども、議長の配慮により皆

さん方も御理解いただいたということで、

今後におきましては、これからいろいろな

問題、難問題があろうかと思います。その

節にも皆さん方とともにこの町をよくする

ためにそういう流れをつくっていっていた

だきたいというふうに思いますので、どう

かひとつその点御理解のほどよろしくお願

い申し上げたいというように思います。 

  それから、本定例会が終了いたしますと

タウンミーティングに寄せていただくわけ

でございますけれども、総会のときに御報

告をさせていただきました。その問題を踏

まえて町民の皆さん方と協議をしてまいり

たいというふうに思っております。がしか

し町民の皆さん方のことでございますので

それ以外のことにつきましても多々いろい

ろな問題点が出てきようかと思います。が

しかしいろいろな流れの中で精いっぱい努

力をし、町民の皆さん方に御理解をいただ

けるタウンミーティングにしてまいりたい

というふうに思っておりますので、議員の

皆さんも時間がございましたら各会場に出

席をしていただきたいというふうに思って

おります。そのために今回のタウンミーテ

ィングしっかりと腹をくくっていかなくて

はならないという思いがございます。どう

か一つその点につきましても御援助をいた

だきますようによろしくお願いを申し上げ、

閉会に当たりましての御挨拶にかえさせて

いただきます。本当にありがとうございま

した。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これをもって、平成２９年第３回豊能町

議会定例会を閉会いたします。 

  本日はどうもお疲れさまでございました。 

 

閉会 午後２時０５分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第４１号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

第４２号議案 職員の退職手当に関する条例改正の件 

第４３号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 

第４４号議案 豊能町立野間口青少年総合スポーツセンター条例廃止の件 

第４５号議案 平成２９年度豊能町一般会計補正予算の件 

第２号議会議案 「２０２５日本万国博覧会」の大阪誘致に対する決議の 

        件 

総務建設水道常任委員会の閉会中の所管事務調査について 

福祉教育消防常任委員会の閉会中の所管事務調査について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 
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